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Abstract:Weinvestigatedthepulseamp一ificationcharacteristicsofCr4-1-dopedforsterite

byapump-and-probetechnique.Thesmalトsignalgainof1.7wasobtainedwhenthe

pumpingenergydensitywas0.35J/cm2.

1.はじめに

我々は､差分吸収ライダー(D賦L)用光源として､Cr4Hドープフォルステライト(Cr4+:

Mg2SiO,以下フォルステライトと呼ぶ)レーザーの研究を行っている｡フォルステライ

トレーザーは､1167nm-1345nmにおいて発振が報告されている波長可変固体レーザー

であり1)､その第4高調波はS02のDIAL計測に適用できる｡また､フォルステライトレー

ザーはNd:YAGレーザーの基本波で励起することができるため､高効率なレーザーシステ

ムの実現が期待できる｡これまで我々は､レーザー発振器としての特性を測定し､スロー

プ効率25%､出力エネルギ1.2mJを得ている2)｡今回パルス増幅器としての適用を目的

とし､その特性を測定したので報告する｡尚､本報告においてフォルステライト結晶は空

間群Pmnbにおいて扱われ､各結晶軸の格子定数はa軸:5.99Å､b軸:10.20A､C軸:

4.76Åである｡

2,実験方法および結果

フォルステライト結晶の小信号利得をポンプープローブ法により測定した｡図1に実験

配置を示す｡実験に用いたフ､オルステライト結晶の大きさは､4.7mm(a軸)×4.7mm(b

軸)×30mm(c軸)であり､両端面はb軸方向にブリュースターかソトされている｡パルス

繰り返し10HzのQスイッチNd:YAGレーザーの基本波で励起を行い､プローブ光に

は光パラメトリック発振器からの出力光を用いた｡プローブ光の波長はフォルステライト

の利得が最も大きいと思われる1220nmとし､エネルギーは1juJとした｡励起光とプロー

ブ光の電界は共にb軸に平行にし､C軸方向に平行に伝搬させた｡励起光に対するプロー

ブ光の遅延時間はディレイジェネレータで調節し､270nsとした｡また､プローブ光のシ

ョット毎の強度変動を補正するために､プローブ光の一部をサンプルに入射する前にビー

ムスプリッターで分離して参照光とした｡

図2に､励起エネルギー密度に対する､小信号利得係数と結晶長の積gLとの関係を示

す｡ここで小信号利得係数gは結晶長Lにおける平均の値である｡励起エネルギー密度に

対してgLはほぼ線形に増加し､励起エネルギー密度が0.35J/cm2の時､小信号利得係数

0.18cm"1が得られた｡この時､結晶中1パスにおける小信号利得は1.7であった｡

今回､励起光伝搬用ミラーにダメージが生じたため､0.35J/cm2以上の励起エネルギー

における特性は測定できなかった｡今後､さらに強励起時の増幅特性を測定し､フォルス

テライト結晶を用いた高出力レーザーシステムの可能性を検討する｡
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Fig. 1. Experimental setup for smalトsignal gain measurement of chromium-doped

forsterite. HWP:A/2-plate; P:polarizer; F: 1064 nm blocking filter; ND: ND紺ter; D:

detector; OSC∴ oscHoscope.
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Fig. 2. Exponential gain gl- as afunction of incident pump energy density.
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